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同朋大学学位規程 

 

（目的） 

第１条 本規程は、学位規則（昭和 28 年文部省令第９号）第 13 条の規定に基づき、本学におい

て授与する学位について必要な事項を定める。 

（学位の種類） 

第２条 本学において授与する学位は、博士、修士及び学士とする。 

（博士の学位授与の要件） 

第３条 博士の学位は、その専攻分野について研究者として独創的研究活動を行うに必要かつ高

度な研究能力とその基礎となる幅広い豊かな学識を有する者に授与するものであり、本学大学

院学則 18 条第１項の定めるところにより､本学大学院博士後期課程を修了した者に授与する。 

２ 博士の学位は、本学大学院学則第 18 条第３項により､前項に規定するもののほか、本学に博

士の学位論文（以下「博士論文」という。）を提出してその審査に合格し、かつ、専攻分野に関

し本学大学院の博士後期課程を修了したものと同等以上の学力を有することが､試問によって

確認された者にも授与することができる。 

（修士の学位授与の要件） 

第４条 修士の学位は、広い視野に立って学識をそなえ、かつ､その専攻分野における研究能力又

は高度の専門性を要する職業等に必要な高度の能力を有する者に授与するものであり､本学大

学院学則の定めるところにより、所定の単位を修得し、本学大学院博士前期課程又は修士課程

を修了した者に授与する。 

（学士の学位授与の要件） 

第５条 学士の学位は、高い教養と専門的能力を有する者に授与するものであり、本学学則の定

めるところにより、本学学部の卒業要件を満たした者に授与する。 

（専攻分野の名称） 

第６条 本学が授与する学位には、次の通り専攻分野の名称を付記する。 

博士（文学）、修士（文学）、修士（人間福祉）、修士（心理学） 

学士（文学）、学士（社会福祉学） 

（学位の名称の使用） 

第７条 本学において学位を授与された者が、学位の名称を用いるときは、本学名を付記するも

のとする。 

（博士の学位授与の申請） 

第８条 博士の学位授与を申請する者は、次の各号のいずれかによるものとする。 

(1) 第３条第１項の規定による者にあっては、別表７（イ）に定める学位授与申請書に博士論

文３部、その副本３部、別表８に定める論文目録３部のほか博士論文の要旨及び別表９に定

める学位論文審査料を添えて学長に提出するものとする。ただし、学位論文審査のために必

要があるときは、参考論文又は資料等を提出させることがある。 

(2) 第３条第２項の規定による者にあっては、別表７（ロ）に定める学位授与申請書に博士論

文３部、その副本３部、別表８に定める論文目録３部のほか博士論文の要旨、履歴書、業績

書各３部及び別表９に定める学位論文審査料を添えて学長に提出するものとする。 
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（修士の学位授与の申請） 

第９条 修士の学位授与を申請する者は、別表７（ハ）に定める学位授与申請書に修士の学位論

文（以下「修士論文」という。）正本１部に副本２部を添えて学長に提出するものとする。ただ

し､参考として他の論文、参考資料等を添付することができる。 

（博士論文及び修士論文の受理） 

第 10 条 博士論文及び修士論文の受理は、研究科委員会（以下「委員会」という。）の議を経て、

学長が決定する。 

２ 一旦受理した博士論文、修士論文及び学位論文審査資料等は、いかなる事由があっても返還

しない。 

（博士論文、修士論文の審査の委嘱） 

第 11 条 学長は、博士論文又は修士論文を受理したとき、委員会にその審査を付託するものとす

る。 

（学位論文審査委員） 

第 12 条 委員会は学位論文審査員（以下「審査委員」という。）を選出して論文の審査及び最終

審査に関する事項を委嘱するものとする。  

２ 審査委員の構成は次のとおりとする。 

(1) 第８条第１号の博士論文の審査については、指導教員を主査とし、委員会の指名する大学

院授業担当教員２名を副査とする。 

(2) 第８条第２号の博士論文の審査については、委員会の指名する当該専攻の教授を主査とし、 

大学院授業担当教員２名以上を副査とする。 

(3) 委員会が必要と認めたときは、前２号の規定にかかわらず、副査に本学の名誉教授、博士

学位取得者及びそれらに相当する学識経験者を加えることができる。 

(4) 第９条の修士論文の審査については、指導教員を主査とし、委員会の指名する大学院授業

担当教員２名を副査とする。 

(5) 委員会が必要と認めたときは、前号の規定にかかわらず、副査に本学の名誉教授、本学教

員及びそれらに相当する学識経験者を加えることができる。 

(6) 特に委員会が必要と認めたときは、第１号、第２号及び第４号の規定にかかわらず、審査

員に他大学の大学院又は研究機関等の教員、研究員等を加えることができる。 

（博士論文、修士論文の審査及び試験） 

第 13 条 第８条第１号の博士論文及び第９条の修士論文の審査及び最終試験は、当該論文を受理

した年度内に終了するものとする。 

２ 第８条第２号の博士論文の審査及び試験は、当該論文を受理した後、１年以内に終了するも

のとする。  

３ 審査委員は博士論文又は修士論文を中心とし、口述又は筆記により、最終試験を行うものと

する。 

（学力の確認） 

第 14 条 第３条第２項の規定による学力の確認は、口述又は筆記による試問を行うものとし、外

国語については１ヶ国語を課すのを原則とする。 

２ 本学大学院博士後期課程に所定の修業年限以上在学し、所定の単位を修得して退学したもの

が、第３条第２項の規定により学位授与を申請する場合は、その退学の日から起算して３
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年以内に限り、学力の確認を免除することができる。 

（審査結果の報告） 

第 15 条 審査委員は審査終了後ただちにその結果を委員会に報告しなければならない。 

（課程修了及び論文審査の議決） 

第 16 条 委員会は審査委員の報告に基づき、第３条第１項及び第４条によるものについては、本

学大学院学則の定めるところにより、それぞれの課程の修了の可否、第３条第２項によるものに

ついては、その博士論文及び試験又は学力の確認の結果につき、その合否を審議する。 

２ 前項の審議は、委員総数の３分の２以上の出席を必要とし、合格については出席者の４分の

３以上の賛成をもって決定する。 

（学長へ提出及び報告） 

第 17 条 委員会が学位を授与すべきものと議決したとき、研究科長は、論文に審査要旨及び最終

試験又は試験の成績を添え、次に掲げる事項を記載した書類を学長に提出しなければならない。

なお、第３条第２項の規定により学位の申請をするものについては、試験の成績も添えなけれ

ばならない。ただし、修士にあっては、合格判定報告書をもって、これにかえることができる。 

(1) 授与しようとする学位の種類 

(2) 授与しようとする年月日 

２ 学位を授与できないものと決定した者については、その旨学長に報告する。 

（学位の授与） 

第 18 条 学長は、前条の報告に基づき博士及び修士の学位を授与すべきものと決定した者、及び

連合教授会の議を経て学士の学位を授与すべきものと決定した者について、学位を授与し、学

位記を交付するものとする。 

２ 学位記の様式は別表１から別表６までのとおりとする。 

（博士論文要旨の公表） 

第 19 条 本学は博士の学位を授与した日から３ヶ月以内に、その論文の内容の要旨及び論文審査

の結果の要旨をインターネットの利用により公表するものとする。 

（博士論文の公表） 

第 20 条 博士の学位を授与された者は、当該博士の学位を授与された日から１年以内に当該博士

の学位の授与に係る論文の全文を公表するものとする。ただし、当該博士の学位を授与される

以前に、すでに公表したものについてはこの限りでない。 

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合には、

本学の承認を受けて、当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約したも

のを公表することができる。この場合において、本学は、その論文の全文を求めに応じて閲覧

に供するものとする。 

３ 博士の学位を授与された者が行う前２項による公表は本学の協力を得て、インターネットの

利用により行うものとする。 

（博士の学位授与の報告） 

第 21 条 本学において博士の学位を授与したときは、学長は当該博士の学位を授与した日から３

ヶ月以内に、別表 10の様式による学位授与報告書を文部科学大臣に提出するものとする。 

（学位授与の取消） 

第 22 条 学長は、学位を授与された者が次の各号の一つに該当すると認められるときは、博士及
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び修士の学位については委員会の議を経て、学士の学位については連合教授会の議を経

て、当該学位を取消すことができる。 

(1) 不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明したとき。 

(2) 学位の授与を受けた者が、その名誉を汚辱すると認められる行為をしたとき。 

２ 前項の議決は、構成員総数の３分の２以上の出席を必要とし、その４分の３以上の同意を必

要とする。 

３ 学長は前項の規定に基づき、当該学位を取消したときは、その旨を公表するとともに、既に

交付した学位記を返還させるものとする。 

（改廃） 

第 23 条 この規程の改廃は、学長が行う。 

    

附 則 

この規程は、平成 15年４月１日から施行する。  

   附 則 

この規程は、平成 16年４月１日から施行する。 

   附 則 

この規程は、平成 17年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 20年 12月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 22年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 25年４月１日から施行し、平成 25 年度入学生から適用する。 

附 則 

この規程は、平成 25年 11月 9 日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。ただし、平成 26 年度以前に入学した者は、な

お従前の規程による。 

  附 則 

この規程は、平成 28年４月１日から施行する。 

 附 則 

この規程は、2020 年４月１日から施行する。 

 

 



B－101－5 

 

別表１（第 18 条関係）（第３条第１項による場合） 

  

学 
 

位 
 

記 

   

大
学 

 

（
本 
籍
） 

 
 
 

（
氏 

 
 

名
） 

之
印 

 
 

（
生
年
月
日
） 

    

本
学
大
学
院
人
間
学
研
究
科 

仏
教
人
間
学
専
攻 

○
○
○
○
分
野
の
博
士
課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位

を
修
得
し
学
位
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格

し
た
の
で
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
。 

    

年 

月 

日 

同 

朋 

大 

学 

割
印 

第 
 

号 

 

 

 

 

 

別表２（第 18 条関係）（第３条第２項による場合） 

  

学 
 

位 
 

記 

   

大
学 

 

（
本 

籍
） 

 
 
 

（
氏 

 
 

名
） 

之
印 

 
 

（
生
年
月
日
） 

 

   

本
大
学
に
学
位
論
文
を
提
出
し
所
定
の
審
査
及
び

試
験
に
合
格
し
た
の
で
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授 

与
す
る
。 

     

 

年 

月 

日 

同 

朋 

大 

学 

割
印 

第 

号 
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別表３（第 18 条関係）（第４条による場合 ①） 

  

学 
 

位 
 

記 

   

大
学 

 
 

（
氏 

 
 

名
） 

之
印 

 
 

（
生
年
月
日
） 

    

本
学
大
学
院
人
間
学
研
究
科 

仏
教
人
間
学
専
攻 

仏
教
文
化
分
野
の
博
士
前
期
課
程
に
お
い
て
所
定
の

単
位
を
修
得
し
学
位
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に

合
格
し
た
の
で
修
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
。 

    

 

年 

月 

日 

同 

朋 

大 

学 

割
印 

第 

号 

 

 

 

 

 

別表４（第 18 条関係）（第４条による場合 ②） 

  

学 
 

位 
 

記 

   

大
学 

 
 

（
氏 

 
 

名
） 

之
印 

 
 

（
生
年
月
日
） 

 

   

本
学
大
学
院
人
間
学
研
究
科 

仏
教
人
間
学
専
攻 

人
間
福
祉
分
野
の
修
士
課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位

を
修
得
し
学
位
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格

し
た
の
で
修
士
（
人
間
福
祉
）
の
学
位
を
授
与
す
る
。 

    

 

年 

月 

日 

同 

朋 

大 

学 

割
印 

第 

号 
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別表５（第 18 条関係）（第４条による場合 ③） 
  

学 
 

位 
 

記 

   

大
学 

 
 

（
氏 

 
 

名
） 

之
印 

 
 

（
生
年
月
日
） 

 

   

本
学
大
学
院
人
間
学
研
究
科 
仏
教
人
間
学
専
攻 

臨
床
心
理
分
野
の
修
士
課
程
に
お
い
て
所
定
の
単
位

を
修
得
し
学
位
論
文
の
審
査
及
び
最
終
試
験
に
合
格

し
た
の
で
修
士
（
心
理
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
。 

    

 

年 

月 

日 

同 

朋 

大 

学 

割
印 

第 

号 

 

 

 

 

 

別表６（第 18 条関係）（第５条による場合） 

割印 

第  号 

 

卒業証書・学位記 

  

     大学 

     之印          （氏   名） 

 

（生年月日） 

 

 

本学（学部名）学部（学科名）学科所定の 

課程を修めて本学を卒業したことを認め、 

学士（（専攻分野の名称））の学位を授与する 

 

 

 年 月 日            大学 

同朋大学学長  （ 学 長 名 ） 之印 
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別表７（イ）（第８条関係）（第８条第１号によるもの） 

学 位 授 与 申 請 書 

平成  年  月  日 

同朋大学長 

            様 

人間学研究科仏教人間学専攻     分野 

氏 名        ㊞ 

同朋大学大学院学位規程により博士（文学）の学位の授与を受けたく博士論文３

部、その副本３部に下記書類及び学位論文審査料を添えて申請いたします。 

                記 

論 文 目 録・・・・   ３部 

博士論文の要旨・・・・   ３部 

 

 

 

 

別表７（ロ）（第８条関係）（第８条第２号によるもの） 

学 位 授 与 申 請 書 

平成  年  月  日 

同朋大学長 

            様 

人間学研究科仏教人間学専攻     分野 

氏 名        ㊞ 

同朋大学大学院学位規程により博士（文学）の学位の授与を受けたく博士論文３

部、その副本３部に下記書類及び学位論文審査料を添えて申請いたします。 

                記 

論 文 目 録・・・・   ３部 

博士論文の要旨・・・・   ３部 

       履  歴  書・・・・   ３部 

       業  績  書・・・・   ３部 

 

 

 

別表７（ハ）－①（第９条関係）（第９条によるもの） 

学 位 授 与 申 請 書 

平成  年  月  日 

同朋大学長 

            様 

人間学研究科仏教人間学専攻     分野 

氏 名        ㊞ 

同朋大学大学院学位規程により修士（文学）の学位の授与を受けたく修士論文１

部、その副本２部を添えて申請いたします。 

        

論 文 目 録 

・主論文題名 

・副論文題名 

・参考論文題名 
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別表７（ハ）－②（第９条関係）（第９条によるもの） 

学 位 授 与 申 請 書 

平成  年  月  日 

同朋大学長 

            様 

人間学研究科仏教人間学専攻     分野 

氏 名        ㊞ 

同朋大学大学院学位規程により修士（人間福祉）の学位の授与を受けたく修士論文 

１部、その副本２部を添えて申請いたします。 

        

論 文 目 録 

・主論文題名 

・副論文題名 

・参考論文題名 

 

 

 

 

 

別表７（ハ）－③（第９条関係）（第９条によるもの） 

学 位 授 与 申 請 書 

平成  年  月  日 

同朋大学長 

            様 

人間学研究科仏教人間学専攻     分野 

氏 名        ㊞ 

同朋大学大学院学位規程により修士（心理学）の学位の授与を受けたく修士論文 

１部、その副本２部を添えて申請いたします。 

        

論 文 目 録 

・主論文題名 

・副論文題名 

・参考論文題名 
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別表８（第８条関係）（第８条第１号及び第２号によるもの） 

 

論  文  目  録 

  

 氏 名  

主 論 文 

題 名                          冊数 

  （                           ）   

副 論 文 

題 名                          冊数 

  （                           ）                  

参考論文 

題 名                          冊数 

  （                           ）  

題 名                          冊数 

  （                           ）  

 

 

（註） 既に印刷公表したものについては、その方法及び年月日、未公表のものについては、

公表の方法及び時期を（  ）内に記入すること。 

 

 

 

 

 

 

別表９（第８条関係）（学位論文審査料） 

学 位 授 与 申 請 者 の 内 訳 審 査 料 

甲 第３条第１項による者 20,000 円 

乙 第３条第２項による者 200,000 円 
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備
考

 

 
１
 
報
告
番
号
は
、
学
位
規
則
（
昭
和

2
8
年
文
部
省
令
第
９
号
）
に
よ
り
授
与
さ
れ
た
博
士
の
一
連
番
号
と
し
、
第
３
条
第
１
項
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
甲
第

 
号
」
、
同

 

 
 
条
第
２
項
に
よ
る
も
の
に
つ
い
て
は
「
乙
第

 
号
」
と
す
る
こ
と
。

 

 
 
２
 
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者
が
日
本
国
籍
以
外
の
国
籍
を
有
す
る
場
合
に
は
、
本
籍
に
代
え
て
当
該
国
籍
を
記
入
す
る
こ
と
。

 

 
３
 
博
士
論
文
の
題
名
が
外
国
語
で
表
示
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
日
本
語
訳
を
（

 
 

 
）
を
付
し
て
記
入
す
る
こ
と
。

 

 
４
 
こ
の
報
告
書
は
、
学
位
規
則
第

2
1
条
に
定
め
る
期
間
内
に
、
該
当
す
る
者
を
ま
と
め
て
、
随
時
に
一
覧
表
の
形
で
提
出
す
る
こ
と
。

 

   

論
文
審
査

 

終
 

 
了

 

年
月

日
 

    

博
士
論
文

 

受
 

 
理

 

年
月

日
 

    

授
 
与

 

年
月
日

 

    

博
士
論
文
名

 

    

博
士
課
程
の
修
了
等
の
状
況

 

修
了
（
中
退
） 

年
 
月

 
日

 

    

研
 
究

 
科

 

（
専
攻
名
）

 

    

大
学
院
名

 

    

博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
た
者

 本
 
籍

 道
 

都
 

府
 

県
 

道
 

都
 

府
 

県
 

道
 

都
 

府
 

県
 

道
 

都
 

府
 

県
 

生
年
月
日

 

    

性
別

 

    

（
ふ
り
が
な
）

 

氏
 

 
名

 

    

博
士
の
専
攻

 

分
野
の
名
称

 

 博
士
（
文
学
）
 

 博
士
（
文
学
）
 

 博
士
（
文
学
）
 

 博
士
（
文
学
）
 

報
告
番
号

 

甲
 

 
第
 
号

 

乙
 

     
第
 
号

 

   甲
 

 
第
 
号

 

乙
 

   甲
 

 
第
 
号

 

乙
 

   甲
 

 
第
 
号

 

乙
 

   

 
 
 

 
 

 
 
 

 
学

位
（

博
士

）
授

与
報

告
書
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
同
朋
大
学
大
学
院

 

別
表

1
0
 
（
第

2
1
条
関
係
）
（
用
紙
の
大
き
さ
は
日
本
工
業
規
格
Ｂ
４
）
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